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●図表・判例などを最新版に改訂
刑法犯犯罪発生率など令和4年現在の動向をつかむことができます。

●サイバー犯罪について追加
サイバー警察局の設置など、サイバーセキュリティの重要性を解説しています。

●さらに読みやすくリニューアル
文字サイズ・余白を整えました。

　本書は、警察官をはじめとする、日本の刑事司法実務
に携わられる方々に、「現在の刑事法」の全体像を理解
していただくためのものである。版を改めた理由は、主と
して法改正、新判例の登場にあるが、社会の大きな変化
の兆しが、刑事法解釈の基本的部分にも影響を及ぼし
そうだと感じたからである。
　本書は「刑事専門家に対する、個別問題の具体的解
決案」を示すためのものではない。「全体」を俯瞰した上
で、現実の問題を擬律していただくことが何より大事だと
考え、「筋が分かりやすいこと」「短時間で読み切れる
もの」「現在の動きを反映したもの」を重視して執筆した。
　本書は、一通り刑事法を勉強し、さらには、実務でその
運用に携わっておられる方にも「全体像」を俯瞰して
いただくためには有用だと考えているが、大学生や高校生
等も含め、より多くの刑事法に関心のある皆様に読んで
いただき、警察活動をはじめ、検察、裁判、弁護の活動の
意味を知り、日々生起する刑事事件の処理についても、
自分の頭で判断するために役に立てばと期待している。

第二版はしがき（抜粋）刑事法の特色
罪刑法定主義　価値判断と恣意的判断
疑わしきは被告人の利益に　「疑わしさ」の程度　
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日本の刑事法の歴史
第二次世界大戦前の刑事法　西欧からの「守・離・破」
第二次世界大戦後の昭和の社会状況の変化と刑事法解釈
刑事法理論の変化
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刑法理論
犯罪と刑罰の考え方
刑罰の考え方
第二次世界大戦後の犯罪状況と刑法理論
客観的構成要件の理解
故意と過失
正当化事由・責任阻却事由
共犯論
刑法各論の重要論点
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刑事訴訟法理論

事項索引

刑事手続の現状
日本の刑事訴訟の考え方の基礎
捜査の適法性
逮捕・勾留と捜索・差押え
公判廷での審理
証拠法
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第 二 版 の 特 色

刑事法の要点刑事法の要点刑事法の要点刑事法の要点 第二版



168頁の中に刑事法の最重要部分を凝縮！
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好評発売中！
第一線で活躍する法律実務家必携

最新の重要判例を読んで、
刑事法の“いま”を理解

刑事法判例の最前線 月刊誌

前田雅英先生による、「最新刑事判例研究」を
好評連載中！（不定期）

☆

☆

刑事法判例の最前線

その他、東京地方検察庁検事によるリレー連載
「実例捜査セミナー」など実務に資する情報が満載！

◆A5判　◆128頁　◆定価990円（本体900円+税10％）

☆刑法総論、刑法各論、刑事訴訟法の重要判例を
　1冊に集約。
☆判例を理解すれば、実務における法解釈の筋道が
　分かる。

◆A5判　◆336頁　◆定価2,970円（本体2,700円+税10％）
ISBN978-4-8090-1401-7 C3032 ￥2700E

定価2,970円（本体2,700円+税10％）［コード13348］
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